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ミトン宛のこの書簡は、『スケッチ集』を刊行した T. C. ハンサード






























「スケッチの版権が侵害されないため」（‘to stay the Piracy of their
Sketches’）に関係者の間で新たに作成することにしたとした上で、次の
ような文言がある。
[…when in June１８３７Dickens]…proposed to Messers Chapman &
Hall to endeabour to obtain the copyright in these works it was
１４７（１４）
distinctly understood that as between themselves Mr Dickens
should be considered as a purchaser of a moiety of the Copyright
and Chapman & Hall the other moiety…the condition was all
provided by the last named parties and the negotiation throughout
was conducted as if they only were the Purchasers as indeed will





































３） Chapter XXVI ‘Authors and Booksellers’ R. W. Chapman in Johnson’s
England , ed. by A. S. Turberville, pp.３１０―１１．
４） 中野好之訳『ジョンソン伝』Ⅰ巻２１０頁。みすず書房。
５） 同書、２２１頁。
６） See, A. S. Collins, The Profession of Letters（Routledge,１９２８）, pp.３２―４８．
７） この法律により版権は２５年に延長された。
８） See Storey eds. The Pilgrim Edition The Letters of Charles Dickens, Vol.l.
（Clarendon Press,１９６５）
９） Ibid . p.１５０.
１０） 月刊分冊発刊後に改めて三巻本など合本にして出版することは慣行とし
て行われていた。Oliver の場合も月刊誌連載後三巻本で出ている。




１３） Storey eds., op.cit . p.６７４.
１４） See ibid ., p.６４９.
１５） 宮崎孝一他訳『定本チャールズ・ディケンズの生涯』上巻研友社５６頁。
１６） 同書５６頁。
１７） Storey eds., op. cit., p.２０９. n.
１８） Ibid ., pp.５４９―５５０.
１９） Ibid ., p.５５０. n.
２０） English Literature and History（Sotherby’s,１９９９）, p.８５.
２１） 青木健 「ビクトリア朝における廉価本争議」、『成城文芸』１７６号 ２００１
年 ８０―９２頁。
１４５（１６）
